
委員長報告第 １１ 号 

令和３年１０月１８日 

 

阿賀野市議会議長 市 川 英 敏  様 

 

社会厚生常任委員会委員長 大 滝  勝   

 

所 管 事 務 調 査 報 告 書 

 

 本委員会は、令和３年第４回議会定例会において議決を経た、閉会中の所管事務調査

を下記のとおり行ったので、会議規則第１１０条の規定により報告します。 

 

記 

 

１ 調査事項 市立図書館及び市民図書室の現況について 

２ 調査期日 令和３年１０月１８日(月) 午後１時３０分 

３ 調査経過 

   令和３年１０月１８日、山﨑民生部長、羽田生涯学習課長並びに担当職員の出

席を求めて本委員会を開催し、調査事項について担当課長から説明を受け、現地

調査および質疑・意見集約を行いました。 

４ 調査結果  

   阿賀野市には図書館およびそれに準じる施設として、市立図書館本館と分館２

か所、水原中学校内に市民図書室が設置されています。 

施設の 

概 要 

【本館】 

市立図書館 

【分館】 水原中学校 

市民図書室 安田図書館 笹神図書館 

開 館 平成９年４月 平成 31 年３月 平成５年４月 平成 26 年４月 

所在地 曽郷 1028 
保田 1756-1 

風とぴあ 2 階 

山崎 77 

ふれあい会館 2 階 

学校町 9-9 

水原中学校 1 階 

延床面積 2,249.51 ㎡ 110.5 ㎡ 108.6 ㎡ 1,019 ㎡ 

収蔵能力 81,000 冊 15,000 冊 15,000 冊 64,000 冊 

蔵書冊数 

(R3.3 月末) 
92,032 冊 10,884 冊 12,301 冊 44,293 冊 

入館者数 

(R2 年度) 
43,396 人 約 13,000 人 約 2,000 人 23,849 人 

 



〇市立図書館の現状 

・図書室･･･一般図書コーナーと児童図書コーナーに分かれている。児童図書コー

ナーには畳スペースがあり、幼児と保護者がゆったりと読書を楽しめる。図書の

ほかＤＶＤや紙芝居も貸出可能。入り口には来館者が使用できる図書消毒器が設

置されている。 

・閲覧コーナー･･･机と椅子が設置され、読書、資料閲覧や学習に利用されている。

１つ１つの席に透明なパーテーション設置。 

・ギャラリー･･･文化団体の作品展や京ヶ瀬地区文化祭などで利用。 

・創作室･･･塾のコンビニ「健康塾事業」のフィットネス機器を設置し、一般開放

されている。 

・視聴覚室・学習室･･･スクリーンが備え付けられており、映写会ができる。学習

室としては、英語塾、温故塾、放課後スクールで利用。有料で一般への貸出を

しており、自治会の総会や子ども会での利用がある。 

・屋外読書コーナー･･･図書室奥の屋外にベンチが設置されているが、利用は少な

い。 

〇市立図書館の課題 

利用状況 京ヶ瀬村立図書館として開館した当初は、近隣に大きな図書館がなく

当時としては珍しい広域貸出を行っていたことなどから、村立としては全国的に

見ても利用が多い図書館でしたが、ここ数年は近隣自治体の新館建設等の影響で

利用は低下しています。また、コロナ禍による利用者の減少もいまだ回復してい

ない状況です。広報あがのでの図書館の魅力紹介など、利用拡大に向けたＰＲを

行っていくとのことです。 

蔵書数 資料の収集と保管が図書館の役割の一つであり除籍冊数を増やすことが

難しく、蔵書が収蔵能力を約１万 1,000冊超えています。現在はバックヤードの

通路等を書庫代わりにして対応しています。物理的にすべての蔵書を充実させる

ことが難しい中、魅力ある図書館として特色を出すため、児童コーナーの強化に

取り組んでいます。 

施設の老朽化 建設から 20年を経過した頃から各所で不具合が生じ、毎年のよう

に修繕や機器の入替等を行っています。今後も基本的な施設機能を損なわないよ

う維持管理が必要です。 

 〇図書館パワーアップ事業の基本構想 ～子どもたちに夢を与えられる図書館～ 

 阿賀野市では、幼少期から読書習慣をつけるためのブックスタート事業や読み

聞かせ事業などを行ってきましたが、今年度から従来とは異なる切り口で「図書

館パワーアップ事業」に取り組んでいます。この事業は「親と子がいっしょに楽



しむことのできる図書館」「乳幼児期から発達段階に応じて読書を楽しめるよう

に配慮した図書館環境づくり」「すべての子どもたちが本に親しみ、少しずつ自

分で本の楽しさを見つけられる読書環境づくり」「子どもの成長を支える学習機

会の充実」を基本構想として掲げ、令和５年度まで３か年の収集計画を立てて進

められています。 

 

以上の現地調査および担当課の説明を踏まえ、委員から、テレワークや学習環境

に配慮したＷｉ－Ｆｉやプライベートブース、休憩コーナーの設置、セキュリティ

対策としての監視カメラ設置、自動車を運転しない方でも気軽に好きな本を読みに

行ける環境づくりの一環としての市営バスの増便や運行路線の検討、小学校の図書

室との連携などを提案しました。 

引き続き、今後の方向性を検討し時代のニーズに合った魅力ある図書館となるよ

う、取組に期待します。 

 

以上、社会厚生常任委員会の所管事務調査の委員長報告といたします。 


